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スキューバダイビング中の事故発生状況
（平成15年～24年）
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平成24年のスキューバダイビング中の事故者数は58人であり、

過去10年間で最多となっている。
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事故内容別に見ると溺水が事故者の54％を占めており、

特に死者・行方不明者では73％を占めている。

事故内容別の事故者数
（平成24年）
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事故者の平均年齢の推移
（平成15年～24年）
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年齢別の事故者数
（平成24年）
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事故者のうち、40歳以上の占める割合は67％

40歳以上の事故者のうち、死者・行方不明者の占める割合は54％

死者・行方不明者のうち、４０歳以上の占める割合は97％
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事故者のうち7、8月に発生した事故者数は31人であり、
53％を占めている。

月別の事故者数
（平成24年）
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経験年数別で見ると、3年以上の経験者が48％を占める。

事故原因別に見ると、不注意や知識技能不足等の自己の過失に
よるものが55％を占める。

事故原因別の事故者数
（平成24年）
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男女別の事故者数
（平成24年）

男
37人
64%

女
21人
36%

男女別の死者・行方不明者数
（平成24年）

女
8人
36%

男
14人
64%

発生県別の事故者数
（平成24年）
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